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　　；　地球の年齢，地球や太陽系の附する銀河の年齢　さては全宇　l
　　l宙の年齢は顛な問題であるが，最近ア刈力，呼ンゼ・レス
　　1のカリフオル＝ア大隠で，太内洋天文學愈及びアメリカ物理學
　　瘤の舗強談の灘となり，・入の脚力略論から殿すi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　るところがあった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　地球の年齢を定めるのに，三つの主なる方法がある．第一は，純粋地質墨
的に沈積物を基礎として時間を推定するもの，第二は，放射性物質の壌散の
研究によるもの，所謂ラヂウム時計法であり，第三は，地球温度や岩石の弾
性の転化の研究に稼る方法である・銀河の年齢帥ち星の李均年齢は銀河星圖
の壌散・連星の安定度の研究から定められるのである・
　　　　　　　　　　〈〉…………一…一…・…〈〉
　マサチユiセッツ工業大學の・プレ1・D・エヴアンスは，ラヂウム時計の
方法で，地上に生物の現出し出した寒武利亜紀に迄朔って，各地質時代の年
齢を決定し，更に寒武利亜紀前の13個口：地質暦の年代を決定したが，その最
古のものは十八億五十萬年齢であった．それで地球の年齢は，十八億五千萬
乃至三十五億年の聞に在ることになる．又太陽系外から來た23個の鐵出石の
年齢を調べると，廿八億年が最高である．カリフォルニア大副のジヨ1ジ・
D・ラウダ1バックは，沈積物の測定から，ラヂウム時計と同様な年齢を出し
てみる．それによると寒武利亜紀は今より五億七千萬年の昔である・カリフ
ォルニア工業大學のB・グ1テンベノレク博士は，第三方法で，月が地球に非常
に接近してみた時からの時間を測り，十億乃至百億年と計算してみる．
　星の年齢については現在二つの値が唱へられてをり，短いものは十億乃至
百億年，長いものは一萬億乃至十萬億年である．しかし爾者共に正しくはな
いやうである．何れを選ぶかは，基礎i計算をよく吟味しなければできぬこと
である．リック天文憂のG・P・キユイパ11専士は，長年ノく度を棄て短年沢度
の方が現在の天文學上の知識と一致するとした，ウィリアム。L・ロ1レンス
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も短年．尺度をとった．銀河溶断の安定度の研究は，星や銀河の年齢を定める
最良の天文學的決定を與へるが，これは短年ノ〈度に導くのだ．大規模の天鰐
進化（質量，光度，スペクFル型の大壁化）は，星が初めて安定歌態に達して
からは起らなか．つたことは確である．銀河外星雲のスペクトル線は，地上の
同一元素の放つスペクトル線に比べて赤の方にすれてみる．このズレから，
宇宙の年齢が定め．られる．のである．カリフォルニア工業二二のリチア1F’　・C
トルマンがこの方面から論じた，アインシュタインの相同性理論によると，
宇宙は漸次膨脹雄大しつNあることが誰明される．スペクトルの赤威謎位
は，この膨脹の爲星雲が非常な速さで互に相離れることの自然的な結果であ
るe過去に於ける膨脹の大部分は，十億乃至百億年の間に起つた．これは惑
星出現の時期と略一致する，（偏好新聞よb）
　　　　　　　　　　　　　地球へ謎の信號
　アメリカ翻心振興協會の機關ノ誰誌Lサィエンスコ誌上で今・日まで知られす，いまなほ
説明のつかない新しい宇宙現象について興味あるデリンヂヤ｝博士の報告を載せ問題
となってみる・これによると高度周波をもつ長距誰ラヂオ倍號が宇宙のどこからとも
なくやって來，それが．’ズかし周纏績する・やがて急に弱くなり1り♪問で全く感じなくな
りそれから一こ時間の自伝fr∫の音沙汰もない・ところがまた一定の時期が來ると再び
同襟の現象が起るといふのだ・最初にこれを酬乞したのは去る三月20日で以來五月董2
0，七月6日，八，月30日にそれぞれ信劉が開始されてをり，この分でゆくと十月2！日
から25日の問には同様の現象が起るだらうと寸言されてるる・
　　換言すればii絶する期間は54日間で太陽が一廻鱒する期間の恰度二倍にあたる・
　信號は太蛎の光線をうける地球の牛面でのみ感受され他の磁心では感受出心ない．
　その代り書の部に屡iする地球上では何庭でも感受出來るとのことだ・この原因につ
　いて報告書は特殊の光線の｛潮回象によるものらしいが徹底的な読明は太陽活動，
　地球の磁力大氣の庖離（アトモスフィア・アイ・ニゼ7シヨン）極光などを併せて研
　究した上でないと何ともいへぬ・今のところ全く宇宙の謎といふよりほかないとい
　つてみる・（讃萱i新聞より）
　　　　愚告　　京都天文學講習會
二月12，藍5，17日（三日間）毎夜印寺より2時間，京都市河原町二階彫漆製作所講堂にて
趣味の天交學「酋びに天｛灘見測理學博士山本一清先生土台2圓也申込は本秘へ
